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特集

訪問看護の展望 ………………………………………………………………………………… 上野桂子

ビュートゾルフのコンセプトを取り入れた訪問看護ステーション …………… 堀田聰子

離島での訪問看護の現状 …………………………………………………………………… 柿森悦子

小児科訪問看護の現状と課題 …………………………………………………………… 梶原厚子

訪問看護STの新たな機能―暮らしの保健室 ……………………………………… 秋山正子

これからの地域看護のかたち―訪問篇

※都合により誌面が変更される場合がございます。

リオデジャネイロで開催された 4 年に 1 度のオリンピック・パラリンピックが終わり，
毎朝のニュースチェックが必要なくなり，ぼんやりしながら編集後記を書いていま

す。一大スポーツイベントは，終わりが突然来るような気がします。空席が目立ったオリ
ンピックに比べて，パラリンピックが始まったらどこも満席のスタジアムや体育館を見る
と，いったいブラジルの障害者スポーツ，障害者政策はどうなっているのかという疑問が
生じました。社会の貧困や女性の地位の低さ，経済状況を見ると，ここだけ潤うというこ
とが信じられないのですが，ちょっと調べる手段を見つけなければ。
　さて，今号の特集は「高齢者ケア従事者のストレス対策」です。高齢者に限らずだと思
いますが，医療・介護・保健・教育分野のような，対人へのホスピタリティを職業とする
専門家にとって，自分のストレスを自分で対処することは，その職務をまっとうするうえ
でも，とても重要です。ともすれば，このような職業は，世間から「やって当たり前」「仕
事量が多くても，だってそれを選んだから我慢すべきではないか」と言われ，肉体的にも
精神的にも目いっぱい仕事に向かって当然と言われることが多く，だからこそ，自分たち
でメンタルヘルスを整える必要があります。自分自身を，また同僚を守るためにも，今回
の特集をヒントにしていただければ幸いです。
　せんだってあるテレビのバラエティ番組で放送された映像を見ることがありました。司
会のタレントの「介護士って大変じゃありませんか？　毎日お風呂やトイレの世話をして
…」という質問に対して，ゲストの介護士の男性が「明日家族と出かけたいから今日お風
呂に入らないといけないね，だからお風呂に入る手伝いをするんです。どんなふうに生き
たいか，最期を迎えたいかを考えてその支援をするのがわれわれの職業です。ただ，トイ
レやお風呂の介助をしているわけではありません」と答えたシーンがとても印象的でした。
仕事に対するストレス，自分たちの仕事の根本を周囲に本当の意味で理解してもらうこと
も大切なのではないかと，そんなふうにも思います。
 編集委員　西脇恵子
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